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こおりやま広域圏



自治体QUESTの実施

広域圏内で抱えている課題「食
品ロス」を解決するため民間企
業３社（ふくしまＦＭ・イオンスー
パーセンター鏡石店・うつくしまＮ
ＰＯネットワーク）と連携。食品ロ
スを削減するための啓発物（デジ
タル絵本・ポスター）を作成。



コーイキングスペースの設置

〇開設期間
令和２年１２月 ８日～
令和３年 １月２９日

コーイキングスペース

〇開設場所
郡山市民プラザ 多目的ルーム

〇利用対象
・こおりやま広域圏１６市町村職員
・自治体QUEST参加企業



2つの試行による効果

自治体ＱＵＥＳＴ
①官民連携により「知識」「経験」「技
術」等の「強み」を共有・補完しあうこと
で多角的な視点で課題に取り組める。

②公助（自治体単独）での取組から共
助（官民連携）で取り組むことにより、
自助（民間主体の取組）を強化し課題
解決につながる。

③民間企業も連携の機会を必要として
おり、官の課題解決に民が参入する機
会の創出につながる。

コーイキングスペース
①今後広域圏内にこのような場所が点
在することで、自治体同士の連携が加
速するきっかけになる。

②クリエイティブなアイディアが生まれる
きっかけになる。

③通勤時間の削減やテレワークの推進
など働き方改革につながる。


